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油タンカー宝運丸衝突（橋梁）事故に係る勧告について 

 

 本事故は、宝運丸が、台風第２１号が接近し、大阪湾を含む瀬戸内海に海上台風警

報が発表されていた状況下、台風避難の目的で関西国際空港１期空港島南東方沖の北

方約１海里に関西国際空港連絡橋がある大阪府泉州港南西側にあるオイルタンカー 

バースの東方に単錨泊を続け、また、台風接近に伴う強い風及び波浪により走錨し、

一旦、主機を使用して圧流が止まったとしてジョイスティックをホバーの位置にし続

けたため、宝運丸を制御する距離的な余裕がない状況で再び圧流され、関西国際空港

連絡橋に衝突したものと考えられる。 

 貴社は、荒天錨泊についての確認、台風に関する情報及び錨地に関する情報を提供

することなく、安全性についての協議を行っていなかったことは、本事故の発生に関

与した可能性があると考えられる。 

 このことから、当委員会は、本事故調査の結果を踏まえ、船舶の安全及び施設の安

全を安定的に確保するため、貴社に対し、運輸安全委員会設置法第２７条第１項の規

定に基づき、下記のとおり勧告する。 

また、同条第２項の規定に基づき、この勧告に基づき講じた措置について報告を求

める。 

  



記 

 

  (1) 貴社は、非常に強い台風時の走錨による事故防止を図るため、船長に対し、

次のことを周知徹底すること。 

   ① 錨泊方法は、双錨泊を基本とし、錨鎖を可能な限り長く繰り出して錨及び

錨鎖で十分な係駐力を確保すること。 

     なお、錨泊方法や錨鎖の伸出量は、船舶の状況（大きさ・形状・種類・積

荷など）、錨鎖の環境（船舶の混雑状況・底質・水深など）に応じて判断す

ること。 

   ② あらかじめ主機を準備し、急速に変化する風向及び風力に応じて走錨しな

いよう、継続的に主機を使用すること。 

   ③ 風下に重要施設などが存在しない、他船と十分な距離を確保できる錨地を

選定すること。 

   ④ 台風通過時には急速に風向及び風速が変化するので、最新の気象情報、海

象（台風）情報等を入手して正確な予測を行うこと。 

  (2) 貴社は、異常な気象及び海象により危険を生じるおそれがある場合、運航す

る船舶に対して必要な情報を提供するとともに安全性を検討し、必要に応じ

て運航計画を変更するなど安全支援体制を構築すること。 

 

以上 

 


